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会
計
教
育
１
０
０
周
年
・

会
計
学
科
50
周
年
を
機
に
、

商
学
部
の
さ
ら
な
る
発
展
と

会
計
教
育
の
充
実
を
期
し

て
、
実
行
委
員
会
で
は
記
念

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
商
学
部
の
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
移
転
を
視
野
に
入
れ
、
会

計
学
科
を
中
心
と
す
る
商
学

部
ス
タ
ッ
フ
の
教
育
・
研
究

の
蓄
積
を
軸
に
、
こ
れ
ま
で

社
会
に
輩
出
し
た
約
５
万
人

以
上
の
卒
業
生
、
現
役
の
学

生
、
未
来
の
学
生
で
あ
る
高

校
生
お
よ
び
地
域
の
人
々
が

固
く
つ
な
が
る
こ
と
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
記
念
事
業
が
、
会
計

学
科
は
も
と
よ
り
商
学
部
、

そ
し
て
専
修
大
学
の
さ
ら
な

る
発
展
の
大
き
な
一
里
塚
と

な
る
よ
う
、
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
11
月
３
日
（
土
）
の
記
念

式
典
で
は
、
下
記
の
よ
う
に

安
藤
英
義
教
授
に
よ
る
記
念

講
演
と
社
会
で
活
躍
す
る
卒

業
生
を
迎
え
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
行
い
ま
す
。
専
修
大
学

の
学
部
生
、
大
学
院
生
お
よ

び
卒
業
生
の
み
な
ら
ず
、
一

般
の
方
々
も
出
席
で
き
ま

す
。
日
本
の
会
計
教
育
に
興

味
の
あ
る
皆
さ
ま
が
、
こ
の

記
念
式
典
に
集
結
さ
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
健
康
経
営
と
い
っ
て
、
従
業
員
の
健
康
増
進
ま

で
考
え
て
経
営
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
近
年
増
え

て
い
ま
す
。
社
会
保
障
の
分
野
で
も
、
最
近
注
目

を
集
め
て
い
る
分
野
で
す
。

　
今
回
の
科
研
費
の
研
究
で
は
、
従
業
員
の
健
康

が
企
業
業
績
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ（
企
業
の
社
会
的
貢
献
）に

ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い
る
か
、
そ
の
因
果
関
係

を
明
ら
か
に
し
、
企
業
活
動
・
企
業
内
の
所
得
格

差
・
雇
用
・
人
材
活
用
施
策
と
健
康
に
つ
い
て
、
新

た
な
見
解
を
生
み
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
経
営
と
健
康
に
つ
い
て
は
10
年
以
上
研
究
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
企
業
単
位
で
構
成
さ
れ
る
健
康

保
険
組
合
の
月
次
デ
ー
タ
を
用
い
ま
す
。
デ
ー
タ

に
は
標
準
報
酬
月
額
（
税
引
き
前
給
与
）、
給
与

等
級
別
の
人
数
な
ど
が
記
載
さ
れ
、
月
に
何
日
医

者
に
か
か
っ
た
か
な
ど
細
か
く
把
握
で
き
ま
す
。

そ
の
デ
ー
タ
に
業
績
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
関
す
る
情
報
を

結
合
し
、
パ
ネ
ル
デ
ー
タ
を
構
築
し
分
析
を
行
い

ま
す
。

　
た
と
え
ば
健
康
増
進
の
た
め
に
１
人
当
た
り

１
０
０
円
使
っ
て
も
医
療
費
が
10
円
下
が
れ
ば
い

い
ほ
う
で
す
。
で
は
、
や
る
意
味
が
な
い
か
と
い

え
ば
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。健
康
で
な
い
場
合
、

医
療
費
の
負
担
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
欠
勤
・
休

養
に
よ
り
組
織
の
生
産
性
は
低
下
し
、
個
人
の
所

得
も
減
少
し
ま
す
。
生
産
性
の
向
上
に
は
従
業
員

の
健
康
が
欠
か
せ
な
い
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
学
生
に
デ
ー
タ
入
力
の

ア
ル
バ
イ
ト
を
頼
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が

「
実
際
の
デ
ー
タ
は
も
の
す
ご
い
量
が
あ
っ
て
処

理
す
る
の
が
大
変
」
と
実
感
し
て
い
ま
し
た
。
今

回
も
扱
う
健
保
組
合
数
は
１
０
０
０
以
上
。
期
間

は
１
６
８
カ
月
と
膨
大
な
デ
ー
タ
に
な
り
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
で
は
来
年
度
、
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
新
設
し
ま
す
。
デ
ー

タ
か
ら
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
、
数
理

的
な
能
力
と
社
会
科
学
の
知
識
を
兼
ね
備
え
た
人

材
を
育
成
し
ま
す
。
こ
の
研
究
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

情
報
学
部
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
実
学

の
場
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

健康と企業業績の経済学的考察

（
こ
う
の
・
と
し
あ
き
）
東
京
大
学
経
済
学
研
究
科

博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
。
博
士
（
経
済
学
）
。

『
会
社
と
社
会
を
幸
せ
に
す
る
健
康
経
営
』（
共
著
）

な
ど
。専
門
は
社
会
保
障
。

河
野
　
敏
鑑

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

准
教
授

科
研
費
採
択
研
究
か
ら

■記念講演（14：15 ～ 15：30）

テーマ　「日本における会計教育―歴史の節目と今日の

　　　　課題―」

講　師　安藤英義・専修大学大学院商学研究科教授

■シンポジウム（15：30 ～ 17：00）

テーマ　「企業の未来を見通すアカウンティングの魅力」

講　師　千葉友範氏・株式会社ウフルディレクター

（平12商、平14院経営修）

　　　　早坂尚克氏・税理士法人TACSイレブン代表

（平28院商修）

　　　　久世沙季奈氏・アイア株式会社COCODEAL店長

（平24商）

■祝賀会（17：30 ～ 19:00）

　　　　レストラン・シダックス（10号館4階）

専修大学会計教育100周年・
会計学科50周年記念式典

―商学部神田移転に向けて―

＜記念式典のお申し込み・お問い合わせ先＞

専修大学会計教育100周年・会計学科50周年記念事業

実行委員会　kaikei50th@isc.senshu-u.ac.jp

専修大学教務課（商学部）☎044・911・1255

記念式典にはどなたでも参加できます。出席される場合
は、10月31日（水）までに下記の連絡先に一報をお願い
いたします。

11月3日（土）　鳳祭ホームカミングデー 2018　
　　　　　　 生田キャンパス10号館10101教室

発
展
の
大
き
な
一
里
塚
に

記
念
事
業
実
行
委
員
会
委
員
長

　

椛
田

龍
三
（
商
学
部
教
授
）

日
本
社
会
福
祉
学
会

奨
励
賞
に
駒
崎
講
師

　
駒
崎
道
・
人
間
科
学
部
講

師

写
真

が
、
日
本
社
会

福
祉
学
会
奨
励
賞
を
受
賞
し

た
。

　
同
賞
は
、
社
会
福
祉
学
に

お
い
て
今

後
の
研
究

の
発
展
が

期
待
さ
れ

る
若
手
研
究
者
に
贈
ら
れ

る
。

　
駒
崎
講
師
が
著
し
た
『
Ｇ

Ｈ
Ｑ
「
児
童
福
祉
総
合
政
策

構
想
」
と
児
童
福
祉
法
　
｜

児
童
福
祉
政
策
に
お
け
る
行

政
間
連
携
の
歴
史
的
課
題

｜
』（
２
０
１
７
年
・
明
石

書
店
）
が
対
象
と
な
っ
た
。

　
授
与
式
は
９
月
８
日
、
名

古
屋
市
の
同
学
会
秋
季
大
会

で
行
わ
れ
た
。

　
合
格
者
の
一
人
か
ら
抱
負

を
聞
い
た
。

◇

　
専
大
法
学
部
で
は
、
弁
護

士
で
も
あ
る
宮
岡
孝
之
先
生

の
ゼ
ミ
に
所
属
。
苦
手
だ
っ

た
民
法
の
面
白
さ
に
気
づ
き

ま
し
た
。
裁
判
を
傍
聴
し
た

り
、
当
事
者
の
話
を
聞
い
た

り
す
る
こ
と
で
、
判
例
集
で

は
漠
然
と
し
て
い
た
こ
と
が

は
っ
き
り
と
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
た
だ
、
法
律
の
勉
強
は
十

分
で
は
な
い
と
思
っ
た
の

で
、
法
科
大
学
院
で
は
３
年

間
の
未
修
コ
ー
ス
を
選
択
し

ま
し
た
。

　
結
果
と
し
て
、
基
礎
か
ら

し
っ
か
り
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
修
了
す
ぐ
の
合
格
に
つ

な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
教
員
と
の
距
離
が
近
い
こ

と
、
修
了
生
の
弁
護
士
が
相

談
に
乗
っ
て
く
れ
る
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制

度
な
ど
支
援
が
充
実
し
て
い

る
の
が
専
大
法
科
大
学
院
の

特
徴
。
最
近
は
法
科
大
学
院

に
通
わ
な
い
予
備
試
験
の
合

格
者
が
増
え
て
い
ま
す
が
、

私
は
法
科
大
学
院
で
日
々
仲

間
と
励
ま
し
合
い
、
先
生
や

職
員
に
支
え
ら
れ
た
こ
と

で
、
勉
強
面
で
も
精
神
面
で

も
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
し
た
。

　
大
学
入
学
直
後
、『
学
校

を
つ
く
ろ
う
』
を
映
画
館
で

見
ま
し
た
。
日
本
の
法
学
の

基
礎
を
築
い
た
専
大
の
４
人

の
創
立
者
の
姿
に
感
動
し
、

専
修
の
学
生
と
し
て
司
法
試

験
に
受
か
る
こ
と
が
自
分
の

使
命
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
の
夢
を
か
な
え
た
今
、

相
手
と
し
っ
か
り
向
き
合
う

法
曹
人
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

増
岡
織
理
さ
ん

基
礎
を
し
っ
か
り
学
ぶ

　
２
０
１
８
年
の
司
法
試
験

結
果
が
９
月
11
日
、
法
務
省

か
ら
発
表
さ
れ
、
専
修
大
学

法
科
大
学
院
修
了
者
か
ら
５

人
が
合
格
し
た
。
２
０
０
４

年
度
の
法
科
大
学
院
設
置
以

来
、
合
格
者
数
は
累
計
１
６

０
人
に
な
っ
た
。

　
合
格
者
は
次
の
通
り
。

石
川
賢
樹
さ
ん
（
平
25
）

進
藤
一
樹
さ
ん
（
平
26
）

礒
野
史
大
さ
ん
（
平
26
）

菊
池
雅
俊
さ
ん
（
平
27
）

増
岡
織
理
さ
ん
（
平
29
）

　「
平
成
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
企
画
展
が
図
書
館
神
田
分

館
で
開
か
れ
て
い
る
。
そ
の

時
々
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
や
流

行
・
出
来
事
を
扱
っ
た
書
籍

を
展
示
し
、
平
成
と
い
う
時

代
を
振
り
返
る
。

　
５
年
ご
と
に
区
分
し
、
そ

れ
ぞ
れ
約
30
冊
展
示
。
平
成

元
〜
５
年
の
ロ
ン
グ
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
は
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の

森
』
。
６
〜
10
年
で
は
阪
神

・
淡
路
大
震
災
や
、
日
本
第

一
号
店
が
オ
ー
プ
ン
し
た
ス

タ
ー
バ
ッ
ク
ス
関
連
本
な
ど

が
並
ぶ
。

　
21
世
紀
に
突
入
し
た
こ
ろ

話
題
を
さ
ら
っ
た
の
は
『
ハ

リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
』
シ
リ
ー

ズ
。
21
〜
25
年
は
、
裁
判
員

制
度
や
小
惑
星
探
査
機
「
は

や
ぶ
さ
」
関
連
本
、
直
近
５

年
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
羽
生
結

弦
選
手
の
本
な
ど
が
目
を
引

く
。
す
べ
て
本
学
図
書
館
の

蔵
書
で
、
貸
し
出
し
可
能
。

　
ま
た
、
未
来
を
象

徴
す
る
存
在
と
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
Ｋ

ｉ
ｂ
ｉ
ｒ
ｏ
が
登
場

し
た
。
来
館
者
と
簡

単
な
や
り
と
り
を

し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
と

連
動
し
て
図
書
館
の

案
内
や
お
薦
め
の
本

を
紹
介
す
る
。

　
企
画
展
は
11
月
30

日
（
金
）
ま
で
。
Ｋ

図
書
館
神
田
分
館

蔵
書
で
振
り
返
る「
平
成
」

ｉ
ｂ
ｉ
ｒ
ｏ
は
10
月
29
日

（
月
）
〜
11
月
２
日
（
金
）

10
〜
15
時
に
展
示
さ
れ
る
。

「
お
薦
め
の
本
は
こ
れ
だ
よ
」
と
Ｋ
ｉ
ｂ
ｉ
ｒ
ｏ
が
紹
介

５
年
ご
と
に
区
分
し
て
展
示

司法試験 ５人が合格
法科大学院修了者

　
太
田
和
博
商
学
部
教
授

が
、
２
０
１
８
年
度
日
本
交

通
学
会
賞
（
著
書
の
部
）
を

受
賞
し
た
。

　
受
賞
し
た
の
は
『
総
合
研

究
　
日
本
の
タ
ク
シ
ー
産
業

‥
現
状
と
改
革
に
向
け
て
の

日
本
交
通
学
会
賞

太
田
教
授
が
受
賞

分
析
』（
２
０
１
７
年
・
慶

應
義
塾
大
学
出
版
会
、
青
木

亮
氏
・
後
藤
孝
夫
氏
と
共

編
）

写
真
。
授
賞
式
は
10

月
６
日
、
東
京
都
の
青
山
学

院
大
学
で
行
わ
れ
た
。

　
同
書
は
タ
ク
シ
ー
産
業
の

現
状
や
政
策
を
分
析
し
、
今

後
の
政
策
を
提
言
し
て
い

る
。

　「
新
規
性
を
備
え
た
意
欲

的
な
研
究
。
タ
ク
シ
ー
に
関

す
る
研
究
自
体
の
希
少
性
に

加
え
、
公
共
選
択
論
的
な
観

点
も
導
入
し
て
い
る
」
と
評

価
さ
れ
た
。

石川賢樹さん

進藤一樹さん

礒野史大さん

菊池雅俊さん

増岡織理さん




